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第５章 北九州市文化芸術推進プランの推進 

１ 推進体制 

北九州市文化芸術推進プランの基本理念を実現するために、市の文

化部門や文化関連施設だけでなく、経済や観光、福祉などの関係部門

と連携を図りつつ、効果的かつ着実に実行していきます。 

 また、市の文化振興を担う「公益財団法人北九州市芸術文化振興財

団」や文化芸術関連団体、文化芸術活動を行う市民や企業など、各ス

テークホルダーの役割や強みを踏まえながら、相互に連携・協働して

プランを推進していきます。 
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２ 推進にあたっての指標 

北九州市文化芸術推進プランの推進にあたっては、以下を主な指標

とし、文化芸術の特性を踏まえ、定性的な側面も捉えながら、目標の

達成に向けて、各施策を展開していきます。 

 

項目 目標値 
現状値 

（Ｒ４） 
参考 

文化のかおるまち 

と思う市民の割合 
４０．０％ ２８．５％ ２１．０％ 

文化芸術を身近に 

感じる市民の割合 
４０．０％ ３０．５％ ４４．９％ 

文化芸術活動を 

した市民の割合 
３０．０％ １６．９％ ２５．５％ 

観光消費額 １，８００億円 ８２７億円 １，３４５億円 

  

（Ｒ１１） 

（Ｒ１１） 

（Ｒ１１） 

（Ｒ１０） 

（Ｈ２７） 

（Ｒ１） 

（Ｈ２７） 

（Ｒ１） 
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第６章 参考資料 

１ 文化や芸術に関する市民意識調査結果 

（１）調査の概要 

北九州市の文化芸術に関して、市民の意識等を調査するとともに、

調査結果を集計・分析し、文化芸術振興を効果的に推進するための基

礎資料を得ることを目的にアンケート調査を実施いたしました。 

 

項 目 概 要 

調査対象 北九州市在住の１８歳以上の方 

抽出方法 無作為抽出 

調査方法 
質問紙郵送による配布 

郵送又はＷＥＢによる回収 

サンプル数 

調査票郵送数 ３，０００票 

有効回収数  １，１７７票 

（郵送９９７票、ＷＥＢ１８０票） 

有効回収率  ３９．２％ 

調査時期 令和５年１月下旬～同年２月中旬 
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（２）調査の結果（抜粋） 
 

Ｑ 北九州市が「文化のかおるまち」と思うかについて。 

 

北九州市は「文化のかおるまち」と思うか尋ねたところ、「どちらと

もいえない」が全体の約半数（49.9％）を占めている。次いで「思う」

（28.5％）、「思わない」（19.5％）の順となっている。 

過去の調査結果と比較すると、「思う」の割合が、前回結果から 7.5

ポイントアップしている。 

性別・年齢別にみると、男女ともに 30 歳代以下の若年層では「思

う」が４割以上を占めている。一方、男性 50歳代と 70歳代、女性 70

歳代は「思わない」が「思う」を上回っている。 
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Ｑ 文化や芸術への興味・関心の有無について。 

 

文化や芸術への興味・関心度をみると、『ある』（「ある」、「どちらか

といえばある」の総和）は、全体の約７割（71.6%）を占めている。  

過去の調査結果と比較すると、前回（H27年）の 77.1%からは 5.5ポ

イントダウンしているものの、文化や芸術への興味・関心は依然とし

て高い。 

性別・年齢別にみると、『ある』と回答した人は、男性が 68.4％、

女性が 74.5％と、女性が男性を若干上回っている。 

また、男性は「40 歳代」（81.0％）で最も高く、次いで「50 歳代」

（74.6％）、「18～29歳」（73.6％）の順、女性は「50歳代」（80.4％）

で最も高く、「18～29歳」（78.0％）、「60歳代」（77.3％）の順となっ

ている。 
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Ｑ 文化や芸術で興味・関心がある分野について。（複数回答可） 

 

興味・関心がある分野としては、「音楽」（72.5％）の割合が最も高

く、「史跡や歴史的建造物」（59.4％）、「美術」（59.0％）、「メディア芸

術」（56.0％）を含んだ４分野は回答率が半数以上を占めており、興

味・関心が高い分野といえる。 

前回結果と比較すると、「史跡や歴史的建造物」（前回比：＋6.6 ポ

イント）や「芸能」（前回比：＋5.0ポイント）は興味・関心が高まっ

ており、一方で「文学」（前回比：－4.8ポイント）は興味・関心が低

くなっている。 
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Ｑ 文化芸術を身近に感じるかについて。 

 

身近に文化芸術を感じることがあるか尋ねたところ、『感じる』（「と

ても身近に文化芸術を感じることがある」、「身近に文化芸術を感じる

ことがある」の総和）が 30.5％、『感じない』（「あまり身近に文化芸

術を感じることがない」、「身近に文化芸術を感じることがない」の総

和）が 67.1％となっている。 

性別・年齢別にみると、男女ともに 18～29歳で『感じる』が最も高

く、70 歳代で『感じない』が最も高い。また、男性 70 歳代以上では

「身近に文化芸術を感じることがない」が４割以上と高くなっている。

女性 18～29歳では唯一『感じる』が『感じない』を上回っている。 
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Ｑ 北九州市の文化芸術環境の満足度について。 

 

北九州市の文化芸術環境に対する満足度についてみると、『満足し

ている』（「満足している」、「どちらかといえば満足している」の総和）

が 36.4％、『満足していない』（「どちらかといえば満足していない」、 

「満足していない」の総和）が 38.1％、「関心がない」が 23.2％とな

っている。 

性別・年齢別にみると、男女ともに 30歳代で『満足している』割合

が最も高い。一方、男性の 70歳代、女性の 60歳代で『満足していな

い』が最も高くなっている。女性よりも男性の方が「関心がない」割

合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

文化芸術環境の満足度 


